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（３）今後の渋滞対策の検討（案）      資料３ 

（４）今後のスケジュール（案）            資料４ 

（５）その他                     

 

４．閉会 



平成25年6月19日（水）

資料１

平成２５年度 第１回

奈良県渋滞対策協議会

『これまでの検討経緯』
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１.これまでの検討経緯

1

○「今後の高速道路のあり方 中間とりまとめ（高速道路のあり方検討有識者委員会、平成23年12月）」において、効率性を阻害する渋滞ボトルネック
対策の重要性が指摘されたこと

○社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会においても、渋滞対策を含め、道路利用の適正化が議論されていること
○民間プローブデータが容易に取得可能となるなど、観測環境に大きな改善が見られること

渋滞対策の方針

課題の状況を継続的に把握・共有するとともに、新たな交通観測データの分析等により効果的な渋滞対策の推進に取り組む

渋滞対策の検討経緯

H24/7/9 6月
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平成25年6月19日（水）

資料２

平成２５年度 第１回

奈良県渋滞対策協議会

『奈良県における渋滞対策の基本方針(案)』
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奈良県全体における渋滞対策の基本方針について（案）

H24.7 第１，２回協議会

奈良県における道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、「奈良県渋滞対策協議会」での検討を踏まえ、
道路利用者の皆様が実感している渋滞箇所等を「地域の主要渋滞箇所 ６３区間（１４７箇所）」として選定し、
平成２５年１月２５日に公表しました。

検討経緯

H24.11～12 パブリックコメントの実施

H24.12 第３回協議会

地域の主要渋滞箇所 選定

対策の基本方針

国土交通省近畿地方整備局、国土交通省近畿運輸局、奈良県警察本部、奈良県、西日本高速道路株式会社、
奈良県道路利用者会議、一般財団法人奈良県ビジターズビューロー、奈良経済同友会

※「奈良県渋滞対策協議会」の構成員

１．奈良県の概況

概要

県域特性

及び

道路交通

状況

＜県域特性＞

・本県は、総人口約１４０万人で、主に大阪方面へのアクセスが良好な県北西部の大和平野に人口が

集中。また、３つの世界遺産等の他に比類ない観光資源を有し、年間約３，５００万人の観光客が来

訪。一方、県内の道路整備率は約４０％で全国ワースト２位となっている。

＜道路交通状況＞

・大和平野に渋滞箇所の約９割が集中。大和平野以外の渋滞箇所には、吉野や宇陀など一定の交通

の集積が見られる地域に分布。

・このうち、本県の２大都市である奈良市と橿原市を中心とする地域については、面的に渋滞箇所が分

布。

・その他の渋滞箇所は、現在整備中の幹線道路若しくはこれらと並行する路線に多数分布。

・渋滞状況は通常時と観光シーズンに大きな差が見られることも本県の特徴。

２．渋滞対策の方向性

概要

総合対策等

○地域特性を踏まえつつ、渋滞の原因となる交通の特性に応じた対策を実施する。

○例えば、

・慢性的な渋滞や観光シーズンに偏った渋滞など、渋滞特性に応じて、ハード面、ソフト面を組み合わ

せた対策を行う。

・通過交通と目的交通の混在による渋滞を解消するため、地域の道路ネットワーク全体で、方面別の

交通の整序を図る。

・局所的な渋滞に対しては、必要に応じ道路改良や速効対策を行う。

■観光シーズンに著しい渋滞が発生する箇所について、公共交通の利用促進やパーク＆バスライド等のソフト分野の対策を実施。
■京奈和自動車道の整備など、多くの渋滞箇所の解消に資する幹線道路の整備を着実に推進。
■また、個別の交差点改良や、用地買収を伴わない交差点形状の改良等の速効対策を組み合わせた対策を実施。
■国、県、警察等で連携をとり、渋滞軽減への取組みを進めていく。渋滞対策協議会等において、対策検討や対策効果を検証し、主要渋滞箇所

や対策の基本方針の見直しを行う。

３．奈良県全体における基本方針

大阪府

基本方針
0 1 2 3 4 5ｋｍ 10km

・

■観光シーズンに著しい
渋滞が発生する箇所に
ついて、公共交通の利
用促進やパーク＆バス
ライド等のソフト分野の
対策を実施。

■京奈和自動車道の整備
など、多くの渋滞箇所の
解消に資する幹線道路
の整備を着実に推進。

■また、個別の交差点改
良や、用地買収を伴わ
ない交差点形状の改良
等の速効対策を組み合
わせた対策を実施。

■国、県、警察等で連携
をとり、渋滞軽減への取
組みを進めていく。

3

凡 例

主要渋滞箇所

奈良中心市街地

橿原市域

橿原市域

奈良中心市街地



地域別（奈良中心市街地）における渋滞対策の基本方針について（案）
１．奈良中心市街地の概況

概要

地域
特性

及び

道路
交通
状況

〈地域特性〉

○奈良中心市街地は、奈良県における商業業
務及び行政機能の中心であり、最大の集積地。

○奈良公園や平城宮跡、薬師寺、唐招提寺など、
日本を代表する歴史文化遺産も数多く存在。

〈道路交通状況〉

○渋滞箇所は数多く分布。特に国道２４号は、
県下でも最大の交通量を担い、慢性的に渋滞。

○渋滞の要因として、以下のような交通特性の
存在が考えられる。

①朝夕の慢性的渋滞をもたらす通勤交通

②土日や観光シーズンに著しいピークが見ら
れる観光交通

③隣接する大都市(大阪、京都）への通過交通

２．渋滞対策の方向性

概要

総合
対策
等

○地域特性を踏まえつつ、渋滞の原因となる交
通特性に応じた対策を実施する。

○例えば、

①特定のシーズンに著しいピークがある観光交
通に対しては、公共交通の利用促進などソフ
ト分野における対策を重視。

②奈良公園周辺への通過交通流入を抑制。

③通過交通と目的交通の混在による渋滞を解
消するため、地域の道路ネットワーク全体で、
方面別の交通の整序を図る。

④局所的な渋滞に対しては、必要に応じ道路改
良や速効対策を行う。

基本方針

■奈良公園周辺（鹿ゾーン）への交通流入を抑制するため、標識案内や路面標示の工夫など、ソフト分野も含めた対策を実施していく。
■観光ピーク時の対策として、公共交通の利用促進、ぐるっとバス、パーク＆バスライド、適切な駐車場誘導などのソフト分野の対策を合わせて実施。
■整備中の大和北道路及び西九条佐保線の整備により、南部方面からの奈良中心市街地への円滑な交通アクセスを確保するとともに、国道２４号における慢性的な渋滞

を緩和するための対策を検討。また、大和中央道～枚方大和郡山線の整備等により、方面別に交通の整序を図る。 4

３．奈良中心市街地の主要渋滞箇所と現在の対策等

◆京奈和自動車道の整備
（（仮）奈良ＩＣ～（仮）大和郡山ＪＣＴ）

◆ぐるっとバス

◆宝来ランプの整備

◆国道２４号 交通容量の拡大

◆（都）西九条佐保線の整備

◆枚方大和郡山線
（中町工区）の整備

◆（都）城廻り線の整備

◆大型路面標示（鹿マーク）
◆歩道整備
◆道路案内標識の見直し
◆駐車場誘導案内

奈良生駒線

ＪＲ大和郡山駅

ＪＲ奈良駅

凡 例

主要渋滞箇所

大型商業施設

エリア対策

現状課題

対 策

主な史跡・文化財歴

総合対策③
新たな幹線道路を整備し南北方向の交通容量確保

総合対策③
踏切立体交差による円滑
な交通アクセスの確保

総合対策③
奈良中心市街地への方向別交通の整序

総合対策③
円滑な交通アクセスの確保

総合対策③
交通容量を確保

総合対策④
交通容量の拡大

道路交通状況①②③
による渋滞が発生

国道２４号は、県下で
も最大の交通量を担
い、慢性的に渋滞。

総合対策①②③

奈良公園周辺（鹿ゾーン）への
交通流入を抑制

総合対策①②
公共交通機関の利用促進

道路交通状況①②③による
渋滞が発生

道路交通状況①②③
による渋滞が発生

道路交通状況①②③
による渋滞が発生

◆パーク＆バスライド

柏木町交差点（奈良市柏木町）

総合対策①②

観光シーズンにおける中心市
街地へのマイカー流入抑制
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地域別（橿原市域）における渋滞対策の基本方針について（案）
１．橿原市域の概況

概要

地域
特性

及び

道路
交通
状況

〈地域特性>

・橿原市を中心とする地域は、大和平野南部の商

業業務機能の集積地。

・奈良県立医科大学附属病院やかしはら万葉ホー

ルなど公共公益施設も集積。

〈道路交通状況〉

①近鉄やＪＲの鉄道網が発達するとともに、京奈

和自動車道、国道２４号、１６５号等の幹線道路

網も集中する交通の要衝であり、橿原市域を貫く

幹線道路上に渋滞箇所が多く分布。

②また、当該地域は、県北部や大阪方面から明日

香方面や吉野方面へのアクセス拠点

２．渋滞対策の方向性

概要

総合
対策
等

○地域特性を踏まえつつ、渋滞の原因となる交通
特性に応じた対策を実施する。例えば、

①まちづくりプロジェクトや、都市計画道路の見直
しなど、関連する取り組みと一体となった渋滞対
策の検討を行う。

②整備中の道路整備を着実に推進し、交通容量の
拡大を図りつつ、南部方面への通過交通の整序
を図る。

③局所的な渋滞に対しては、必要に応じ道路改良
や速効対策を行う。

基本方針
■奈良県立医科大学周辺のまちづくりの検討と一体となって、周辺の渋滞解消についても検討を行う。
■京奈和自動車道やそのインターチェンジアクセス道路の整備を推進し、県南部方面への交通容量の拡大を図りつつ、橿原市中心部等に集中している交通の分散を図る。

また、国道１６９号 高取バイパスなど、整備中の道路整備を着実に推進。
■都市計画道路橿原高取線（橿原市～高取町の区間）の見直しにあたっては、周辺の渋滞解消を図るためのネットワークのあり方の観点からも検討を行う。

３．橿原市域の主要渋滞箇所と現在の対策等

総合対策①
◆奈良県立医大周辺

まちづくりと一体と
なった交通対策

◆京奈和自動車道の整備
(橿原北ＩＣ～橿原高田ＩＣ)

奈良県立医科
大学附属病院

土橋町南交差点（橿原市土橋町）

◆京奈和自動車道の整備
(御所ＩＣ～五條北ＩＣ)

凡 例

主要渋滞箇所

大型商業施設

エリア対策

現状課題

対 策

小房交差点（橿原市小房町）

かしはら万葉ホール

◆国道１６９号 高取バイパスの整備
ＩＣへのアクセス検討

5

総合対策②
橿原市中心部へ集中している交通の分散

総合対策②

新たな幹線道路を整備し
南北方向の交通容量確保

総合対策②

新たな幹線道路を整備し南
北方向の交通容量確保

総合対策③
◆交通容量の確保

道路交通状況①②によ
る渋滞が発生

京奈和自動車道未整備
区間の速度低下による
渋滞

道路交通状況①②
による渋滞が発生

道路交通状況①②
による渋滞が発生

・

・
・

・
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平成25年6月19日（水）

資料３

平成２５年度 第１回

奈良県渋滞対策協議会

『今後の渋滞対策の検討（案）』
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３.今後の渋滞対策の検討（案）

7

最新交通データによる渋滞状況検証
･･･民間プローブデータの収集・分析等

地域の交通状況に対する専門的見地からの検証

・・・データの精査・現地確認等の実施

・主要渋滞箇所図等により、地域の課題を共有することで道路管理者・道路利用者（地域住民、バス・タクシー

事業者等）間での議論を促進

地域の声の反映
（パブリックコメントの実施等）

◇ 最新の交通データ等を基に特定された主要渋滞箇所を踏まえ、渋滞対策を検討・実施
◇ 毎年度以下のマネジメントサイクルにより、主要渋滞箇所をモニタリングの上、随時見直し

地域の主要渋滞箇所の選定（※）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

国土交通省近畿地方整備局、国土交通省近畿運輸局、奈良県警察本部、奈良県、西日本高速道路株式会社、奈良県道路利用者会議、
一般財団法人奈良県ビジターズビューロー、奈良県経済同友会

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現
（道路管理者が実施する対策、他機関の実施施策との連携、道路利用者の参画による対策 等）

３－１．今後の奈良県渋滞対策協議会における渋滞対策検討マネジメントサイクル

◇協議会構成主体

（※）「地域の主要渋滞箇所及び対策の基本方針」は、毎年度の渋滞対策協議会での議論を踏まえ、必要に応じて見直し、公表

対策の基本方針

渋滞対策協議会等における議論

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施（※）

「奈良県みんなでつくる渋滞解消プラン」の更新



３.今後の渋滞対策の検討（案）
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◇毎年度、主要渋滞箇所を最新のデータを活用し、渋滞状況の変化を確認
◇渋滞状況の変化による主要渋滞箇所の変更や対策の基本方針の修正について、協議会等の審議を経て決定

【主要渋滞箇所及び対策の基本方針の更新イメージ】

３－２．主要渋滞箇所及び対策の基本方針の更新

対
策
の
基
本
方
針

主
要
渋
滞
箇
所

主
要
渋
滞
箇
所
【更
新
】（案
）の
策
定

※

２

■最新のデータ※１を活用し、
渋滞状況の変化の確認

対
策
の
基
本
方
針
【更
新
】（案
）の
策
定

■地域を追加する場合
■主要渋滞箇所の更新に

伴い対策の基本方針の更
新が必要な場合

協
議
会
等
で
審
議

対
策
の
基
本
方
針
【更
新
】の
公
表

主
要
渋
滞
箇
所
【更
新
】の
公
表

※１ 毎年９～１１月データ（センサスと同時期のデータ）または対策取組前後のデータ等
※２ 主要渋滞箇所の更新の検討の際には、あわせてパブコメの実施の必要性も検討
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・ソフト・ハードを含めた渋滞対策の手順、取組内容や課題を協議会等で共有
（道路管理者が実施する対策、他機関の実施施策との連係、道路利用者の参画による対策など）
・各機関の取組の効果を検証し、必要に応じ対策の基本方針に反映

【円滑な渋滞対策の立案・実施イメージ】

３－３ 円滑な渋滞対策の立案・実施

対
策
の
基
本
方
針

主
要
渋
滞
箇
所

各
機
関
に
よ
り
個
別
箇
所
の

渋
滞
軽
減
へ
の
取
組
を
検
討

各
機
関
の
渋
滞
軽
減
へ
の
取
組
を
共
有

（各
機
関
を
跨
ぐ
課
題
の
解
消
）

取
組
の
効
果
検
証

■最新のデータ※を活用し、
渋滞状況の変化の確認

※毎年９～１１月データ（センサスと同時期のデータ）または対策取組前後のデータ等

立 案 実 施

『奈
良
県
み
ん
な
で
つ
く
る

渋
滞
解
消
プ
ラ
ン
』の
更
新
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

道
路
交
通
の
現
状
把
握

H24/
7/9

主
要
渋
滞
箇
所
（素
案
）の
検
討

7/27
11/28～

12/9

主
要
渋
滞
箇
所
の
選
定

●
地
域
住
民

●
民
間
事
業
者

●
道
路
管
理
者

対
策
の
基
本
方
針
（案
）の
審
議

12/27 6/19

対
策
の
基
本
方
針
の
公
表

6月下旬
～７月

主
要
渋
滞
箇
所
の
公
表

H25/
1/25

「奈
良
県
み
ん
な
で
つ
く
る
渋
滞
解
消
プ
ラ
ン
」の
更
新

個
別
箇
所
の
渋
滞
軽
減
へ
の
取
組
を
検
討


